
①故障データ ③統計→信頼性／生存時間→分布分析（右打ち切り） 
→分布概要プロット 

②ヒストグラム作成 



④統計→信頼性／生存時間→分布分析（右打ち切り） 
→パラメトリック分布分析 

95％の信頼区間 



統計ソフト「R」の利用 

①「fitdistrplus」というパッケージをインストール 

②右のリストよりJapan[Tokyo]を選択しOKをクリック 



③赤字のコマンド入力 実行結果 


